
―
―
病
院
の
沿
革
と
概
要
か
ら
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

　

当
院
は
、
日
本
製
鐵
株
式
会
社
広
畑
製
鐵
所

の
構
内
病
院
と
し
て
１
９
４
０
（
昭
和
15
）
年

に
開
設
さ
れ
た
の
が
嚆
矢
と
な
り
ま
す
。
昔
は
、

従
業
員
と
そ
の
家
族
が
工
場
周
辺
の
社
宅
等
に
、

多
い
頃
に
は
１
万
数
千
人
が
住
ん
で
い
た
と
い

い
ま
す
。
そ
の
後
、
工
場
の
規
模
も
縮
小
し
、

従
業
員
数
は
１
５
０
０
人
く
ら
い
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
そ
の
一
方
で
、
地
域
に
お
け
る
中
核

医
療
機
関
と
し
て
の
性
格
を
徐
々
に
強
め
て
い

き
、
現
在
は
、
主
に
姫
路
市
南
西
部
地
域
（
中
・

西
播
磨
）
の
医
療
を
担
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、

病
床
数
は
３
９
２
床
、
昨
年
の
1
日
あ
た
り
の

平
均
外
来
患
者
数
は
７
０
９
名
、
入
院
患
者
数

は
３
２
１
名
で
、
常
勤
医
師
76
名
を
中
心
に
、

約
８
３
０
名
の
職
員
が
勤
務
し
て
い
ま
す
。

―
―
診
療
の
特
徴
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

当
院
は
地
域
を
支
え
る
急
性
期
病
院
と
し
て
、

以
前
か
ら
救
急
医
療
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

２
０
１
３
年
３
月
に
は
、
兵
庫
県
に
お
い
て
初

と
な
る
民
間
病
院
併
設
型
の
姫
路
救
命
救
急
セ

ン
タ
ー
を
開
設
し
ま
し
た
。

　

同
セ
ン
タ
ー
は
、
文
字
ど
お
り
１
次
か
ら
３

―
―
貴
院
に
お
け
る
放
射
線
部
門
の
位
置
づ
け
、

プ
レ
ゼ
ン
ス
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

放
射
線
部
門
に
お
け
る
画
像
診
断
の
果
た
す

役
割
は
非
常
に
大
き
い
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

当
院
で
は
、
画
像
診
断
用
に
Ｃ
Ｔ
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、

血
管
撮
影
装
置
を
各
２
台
設
置
し
て
い
ま
す
が
、

特
に
Ｃ
Ｔ
の
重
要
度
は
大
き
い
で
す
ね
。
高
度

な
医
療
を
実
施
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
Ｃ
Ｔ
に

よ
る
画
像
診
断
が
基
本
と
な
り
ま
す
。
冠
動
脈

疾
患
の
画
像
診
断
で
は
64
列
以
上
の
Ｃ
Ｔ
が
必

須
で
す
し
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
や
血
管
撮
影
装
置
と
違
っ

て
検
査
も
簡
便
で
あ
る
と
い
う
意
味
は
、
患
者

さ
ん
、
病
院
双
方
に
お
い
て
大
き
い
で
す
。

　

ま
た
、
当
院
で
は
、
他
施
設
か
ら
の
Ｃ
Ｔ
、

Ｍ
Ｒ
Ｉ
に
関
す
る
検
査
依
頼
も
多
く
、
地
域
中

核
病
院
で
あ
る
と
い
う
観
点
か
ら
も
、
欠
く
べ

か
ら
ざ
る
リ
ソ
ー
ス
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

な
お
、
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
に
は
前
述
し
た

次
ま
で
の
救
急
対
応
が
可
能
な
Ｅ
Ｒ
型
の
セ
ン

タ
ー
で
す
。
Ｈ
Ｃ
Ｕ
20
床
と
Ｉ
Ｃ
Ｕ
10
床
、
併

せ
て
30
床
の
治
療
室
を
有
し
、
専
用
の
64
列
Ｃ

Ｔ
も
設
置
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
院
内
に
あ
る

Ｍ
Ｒ
Ｉ
室
と
血
管
造
影
室
へ
の
連
絡
通
路
を
確

保
し
、
Ｅ
Ｒ
か
ら
い
ず
れ
の
検
査
室
へ
も
20
秒

以
内
で
の
移
動
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

加
え
て
、
ド
ク
タ
ー
カ
ー
の
運
用
の
他
、

２
０
１
４
年
に
は
ヘ
リ
ポ
ー
ト
を
設
置
し
、
準

基
地
病
院
と
し
て
兵
庫
県
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
共

同
運
航
・
運
用
に
対
応
し
て
い
ま
す
。
な
お
、

救
急
搬
送
は
、
昨
年
度
で
約
３
３
０
０
件
の
実

績
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

―
―
国
内
で
発
売
さ
れ
た
ば
か
り
の
最
新
型
Ｃ

Ｔ
の
導
入
経
緯
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

当
院
で
は
、
こ
れ
ま
で
16
列
Ｃ
Ｔ
を
稼
働
さ

せ
て
き
ま
し
た
が
、
老
朽
化
が
進
み
、
修
理
・

保
守
用
の
部
品
供
給
も
難
し
く
な
っ
て
き
た
こ

と
か
ら
、以
前
よ
り
更
新
を
検
討
し
て
い
ま
し
た
。

　

当
院
で
は
、
1
台
の
Ｃ
Ｔ
装
置
で
実
施
す
る

検
査
件
数
が
70
件
に
達
す
る
日
も
あ
る
な
ど
、

Ｃ
Ｔ
の
重
要
性
は
高
く
、
特
に
救
急
医
療
で
多
い

外
傷
の
検
査
や
、
脳
梗
塞
、
脳
出
血
等
の
診
断

に
Ｃ
Ｔ
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
シ
ー
メ
ン
ス
か
ら
最
新
の

Ｃ
Ｔ
導
入
に
関
す
る
提
案
が
あ
り
、
非
常
に
優

れ
た
性
能
を
有
す
る
装
置
で
あ
る
と
い
う
こ
と

を
理
解
し
、
当
院
へ
の
導
入
を
決
断
す
る
に
至
っ

た
次
第
で
す
。

と
お
り
64
列
Ｃ
Ｔ
を
配
備
し
て
い
る
上
、
24
時

間
体
制
で
診
療
放
射
線
技
師
も
配
置
し
て
い
ま

す
。
Ｃ
Ｔ
画
像
は
、
放
射
線
科
医
は
も
ち
ろ
ん

で
す
が
、
画
像
が
見
や
す
い
の
で
救
急
医
も
読

影
し
や
す
く
、
Ｃ
Ｔ
は
救
急
医
療
に
と
っ
て
極

め
て
重
要
な
モ
ダ
リ
テ
ィ
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

―
―
４
年
後
の
新
病
院
移
転
に
つ
い
て
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

　

当
院
と
県
立
姫
路
循
環
器
病
セ
ン
タ
ー
が
統

合
再
編
し
、「
県
立
は
り
ま
姫
路
総
合
医
療
セ
ン

タ
ー
（
仮
）」
を
神
戸
大
学
の
支
援
を
受
け
て

２
０
２
２
年
オ
ー
プ
ン
の
予
定
で
す
。
病
床
規

模
は
７
３
４
床
と
県
下
で
最
大
級
、
設
備
も
最

新
鋭
の
病
院
と
す
る
計
画
で
す
。

　

中
・
西
播
磨
地
域
で
は
、
医
師
不
足
が
大
き

な
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
当
院
で
も
救
急
科
の

常
勤
医
は
３
名
の
み
で
、
他
診
療
科
の
協
力
を

得
て
、
救
急
体
制
を
維
持
し
て
い
る
の
が
現
状

で
す
。
救
急
医
療
を
十
分
に
担
う
に
は
、
規
模

の
大
き
さ
と
医
師
の
絶
対
的
人
数
が
必
要
で
す
。

わ
れ
わ
れ
は
、「
統
合
再
編
新
病
院
」
を
医
師
ら

に
と
っ
て
魅
力
あ
ふ
れ
る
病
院
と
し
、
こ
れ
ら

の
問
題
を
一
挙
に
解
決
す
る
処
方
箋
と
な
る
よ

う
努
め
て
い
き
ま
す
。

発展的統合を控えた地域の中核病院が、
新機軸の発想による最新型CTを導入し、
今後展開する最先端の医療実践に備える
1940年、製鉄会社の付設施設として開設されて以来78年間、兵庫県西播磨地域の医療を支え続けてきた製鉄記念広畑病院。
市民から最も期待される救急医療への積極的な取り組みを始め、同院の実績と実力は広く知られるところである。
当局もそれを認め、2022年には県立姫路循環器センターと統合し、県立はりま姫路総合医療センター（仮称）に生まれ変わる。
それに先駆け、同院ではそのパフォーマンスをさらに高めるべく、検査環境を刷新する最新型CTの導入を決定したのである。
そのCTこそ、シーメンスヘルスケア社（以下シーメンス）の意欲的新機種であり、またアジアで初の導入事例でもある。
同院の現況と今後の展望を橘理事長・病院長に、放射線科および稼働し始めた最新型CTについては同科の市川部長らに聞いた。

1953年兵庫県生まれ。1978年神戸大学医学部卒、
神戸大学第二外科入局。1979 年高砂市民病院、
1980 年国立篠山病院、1983 年石川島播磨重工
保険組合相生病院、1986 年神戸みなと病院、
1987 年兵庫県立淡路病院に勤務を経て、1992 年
新日鐵広畑病院外科部長、2000 年同院副院長、
2010 年同院病院長に就任、2015 年から製鉄記念
広畑病院理事長に就任、病院長を兼務、現在に
至る。日本消化器外科学会専門医など。

橘 史朗（たちばな・しろう）氏

2018 年 4 月に発売されたシーメンス製の最新型モバイル
ワークフロー CT「SOMATOM go.Top」。CT 本体か
ら分離するタブレット端末で操作が可能で、被検者・オ
ペレーターに優しい CT 検査環境を実現している。なお、
製鉄記念広畑病院の同装置はアジア導入 1 号機である

製
鉄
記
念
広
畑
病
院

理
事
長
・
病
院
長

橘 

史
朗
氏
に
聞
く

製鉄記念広畑病院兵庫県
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ら
い
、
リ
ニ
ア
ッ
ク
に
よ
る
治
療
を
実
施
し
て
い

ま
す
」

　

放
射
線
科
で
は
、
従
前
よ
り
の
16
列
Ｃ
Ｔ
の

更
新
を
検
討
し
て
い
た
の
だ
が
、
各
視
点
か
ら
の

検
討
を
加
え
た
結
果
、
シ
ー
メ
ン
ス
か
ら
提
案
さ

れ
た
最
新
型
の
モ
バ
イ
ル
ワ
ー
ク
フ
ロ
ー
Ｃ
Ｔ

「SO
M

A
T

O
M

 go.T
op

（
ゾ
マ
ト
ム 

ゴ
ー
ト
ッ

プ
）」
を
２
０
１
８
年
７
月
に
導
入
、
稼
働
を
開

始
し
た
。

「SO
M

A
T

O
M

 go.T
op

」
は
、
２
０
１
７
年
に

シ
ー
メ
ン
ス
が
発
売
し
た
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
に

よ
る
操
作
が
可
能
な
「SO

M
A

T
O

M
 go

」
の

最
上
位
機
種
で
あ
る
。
ハ
イ
エ
ン
ド
Ｃ
Ｔ
に
搭
載

さ
れ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
踏

襲
し
、
被
検
者
の
特
性
に
応
じ
た
低
侵
襲
検
査

を
可
能
に
す
る
と
共
に
、
各
種
ル
ー
チ
ン
検
査

か
ら
救
急
領
域
、
循
環
器
領
域
に
お
け
る
高
度

な
検
査
ま
で
幅
広
く
対
応
す
る
の
が
大
き
な
特

長
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
用
い

た
モ
バ
イ
ル
ワ
ー
ク
フ
ロ
ー
に
よ
り
、
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
に
対
し
て
も
快
適
な
検
査
環
境
を
提
供
す

る
装
置
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
同
院
の
同
装
置

は
、
ア
ジ
ア
導
入
１
号
機
と
な
る
。

　

導
入
の
経
緯
に
つ
い
て
、
市
川
氏
は
つ
ぎ
の
よ

う
に
説
明
す
る
。

「
更
新
前
の
16
列
Ｃ
Ｔ
は
、
導
入
か
ら
10
年
以
上

が
経
過
し
、
部
品
の
調
達
等
も
困
難
に
な
っ
て

き
た
こ
と
も
あ
り
、
Ｃ
Ｔ
の
更
新
を
検
討
し
て

い
た
の
で
す
が
、
そ
の
よ
う
な
折
に
、
シ
ー
メ
ン

ス
か
ら『SO

M
A

T
O

M
 go.T

op

』を
紹
介
さ
れ
、

そ
の
高
性
能
ぶ
り
を
高
く
評
価
し
て
導
入
を
決

３
Ｄ
画
像
を
描
出
す
るA

uto

機
能
が
搭
載
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
ユ
ー
ザ
ー
は
複
雑

な
作
業
を
要
す
る
画
像
の
再
構
成
も
、
時
間
を

か
け
ず
に
ク
リ
ッ
ク
だ
け
で
求
め
る
画
像
を
容

易
に
獲
得
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
は
引
い

て
は
、
業
務
効
率
を
大
幅
に
向
上
さ
せ
る
こ
と

に
も
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
複
雑
な
心
臓
検
査
で
も
、A

uto

機
能

に
よ
り
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
で
心
拍
数
を
確
認
し

な
が
ら
最
適
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
の
撮
影
が
可
能
で

あ
る
。
回
転
速
度
０
・
33
秒
／
回
と
い
う
高
い
時

間
分
解
能
を
実
現
し
、
よ
り
正
確
な
画
像
診
断

に
貢
献
す
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。市
川
氏
は
、

「SO
M

A
T

O
M

 go.T
op

」
が
描
出
す
る
Ｃ
Ｔ
画

像
の
質
や
画
像
再
構
成
機
能
に
つ
い
て
も
高
く

評
価
す
る
。

「
画
質
は
以
前
の
装
置
に
比
べ
て
大
幅
に
向
上
し

た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
特
に
、
造
影
Ｃ
Ｔ
検
査

で
は
、
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
明
瞭
で
き
れ
い
に
描
出

で
き
て
い
ま
す
ね
。

　

製
鉄
記
念
広
畑
病
院
放
射
線
科
は
、
放
射
線

診
断
部
門
と
放
射
線
治
療
部
門
に
大
別
さ
れ
る
。

前
者
は
画
像
診
断
と
画
像
下
治
療
（
Ｉ
Ｖ
Ｒ
）、

後
者
は
放
射
線
治
療
を
担
当
し
、
幅
広
く
、
か

つ
一
貫
し
た
放
射
線
科
診
療
を
実
施
し
て
い
る
。

放
射
線
科
部
長
で
あ
る
市
川 

諭
氏
は
、
放
射
線

科
に
お
け
る
診
療
の
現
況
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ

う
に
話
す
。

「
放
射
線
科
に
は
、
私
を
含
め
放
射
線
科
専
門
医

２
名
と
専
攻
医
１
名
の
計
３
名
の
常
勤
医
が
所

属
し
、
Ｃ
Ｔ
と
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
Ｒ
Ｉ
の
画
像
診
断
と

肝
臓
癌
の
Ｔ
Ａ
Ｃ
Ｅ
を
中
心
と
す
る
Ｉ
Ｖ
Ｒ
を

担
当
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
人
間
ド
ッ
ク
等
の

検
診
に
関
す
る
読
影
も
併
せ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　

読
影
件
数
は
１
日
約
80
件
程
度
で
あ
り
、
医

師
の
数
に
比
し
て
決
し
て
少
な
く
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
他
施
設
か
ら
の
紹
介
患
者
に
対
す

る
検
査
も
多
く
、
１
日
約
10
件
、
Ｃ
Ｔ
と
Ｍ
Ｒ

Ｉ
に
よ
る
検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

Ｉ
Ｖ
Ｒ
に
関
し
て
は
、
前
述
の
Ｔ
Ａ
Ｃ
Ｅ
の
他

に
救
急
患
者
に
対
す
る
緊
急
血
管
塞
栓
術
な
ど

も
月
２
例
程
度
実
施
し
て
い
ま
す
。
放
射
線
治

療
は
大
学
か
ら
週
２
回
、
医
師
を
派
遣
し
て
も

め
ま
し
た
。

　

私
は
、
放
射
線
科
医
に
30
年
以
上
就
い
て
い

ま
す
が
、
Ｃ
Ｔ
の
性
能
が
向
上
す
る
と
と
も
に
Ｃ

Ｔ
検
査
に
対
す
る
ハ
ー
ド
ル
が
下
が
っ
て
き
て
お

り
、
各
診
療
科
の
医
師
た
ち
は
Ｃ
Ｔ
画
像
を
見

て
か
ら
治
療
方
針
を
決
め
、
治
療
を
行
う
と
い

う
時
代
に
な
っ
て
い
る
と
常
々
感
じ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
重
要
と
な
る
の
が
被
ば
く
線
量
と

造
影
剤
量
の
低
減
で
す
。

　

１
人
の
患
者
さ
ん
が
受
け
る
Ｃ
Ｔ
検
査
の
回

数
は
増
え
て
き
て
お
り
、
被
ば
く
線
量
の
低
減

は
も
ち
ろ
ん
重
要
で
す
。
ま
た
、
造
影
剤
に
つ

い
て
も
、
大
き
な
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
を
防
ぐ
こ

と
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
軽
症
の
副
反
応
も
減

ら
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
特
に
、

高
齢
の
患
者
さ
ん
や
が
ん
患
者
さ
ん
で
は
短
期

間
に
腎
機
能
が
悪
化
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の

で
、
可
能
な
限
り
造
影
剤
を
減
ら
し
、
軽
微
な

副
反
応
も
な
く
す
べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

　

シ
ー
メ
ン
ス
の『SO

M
A

T
O

M
 go.T

op

』は
、

低
被
ば
く
撮
影
を
可
能
と
す
るT

in filter

技
術

に
加
え
て
、
管
電
流
を
高
く
し
た
ま
ま
低
管
電

圧
撮
影
を
実
施
で
き
る
こ
と
に
よ
り
、
造
影
剤

使
用
量
を
大
幅
に
低
減
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

同
Ｃ
Ｔ
を
使
い
始
め
た
ば
か
り
で
す
が
、
す

で
に
被
ば
く
線
量
と
造
影
剤
量
の
低
減
に
関
し

て
大
き
な
成
果
を
得
て
い
ま
す
」

「SO
M

A
T

O
M

 go.T
op

」
に
は
、
撮
影
完
了
に

合
わ
せ
、、
直
ち
に
最
適
な
処
理
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム

に
よ
る
画
像
解
析
を
実
施
し
、
最
適
な
２
Ｄ
、

製
鉄
記
念
広
畑
病
院
　
放
射
線
科 

部
長

市
川 
諭
氏
に
聞
く

1987年広島大学医学部卒。神戸大学医学
部附属病院放射線科と関連病院を経て、
2000年より医療法人社団新日鐵広畑病院放
射線科部長、現在に至る

市川 諭（いちかわ・さとし）氏

読影室で画像診断をする市川氏。「高品質な CT 画像等の読影には、性
能のよい PACSビューワが欠かせない」と話す

　

ま
た
、
新
し
い
Ｃ
Ｔ
に
搭
載
さ
れ
て
い
る

A
uto

機
能
に
よ
り
、
冠
状
断
や
矢
状
断
、
３
Ｄ

画
像
な
ど
を
自
動
的
に
再
構
成
し
て
く
れ
る
点

も
、
画
像
診
断
医
の
視
座
か
ら
も
非
常
に
有
用

で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

質
の
高
い
画
像
を
描
出
し
、
各
診
療
科
に
提

供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
画
像
診
断
が
専
門
で
な

い
診
療
科
の
医
師
た
ち
に
も
所
見
を
分
か
り
易

く
伝
え
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

こ
れ
ら
の
質
の
高
い
画
像
に
つ
い
て
医
師
た
ち
と

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
す
る
こ
と
で
、
よ
り
緊
密
な

連
携
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
考

え
て
い
ま
す
」

　

今
後
の
「SO

M
A

T
O

M
 go.T

op

」
の
活
用

に
つ
い
て
、
市
川
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
被
ば
く
線
量
と
造
影
剤
量
の
低
減
を
ど
こ
ま
で

進
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
検
討
を
続
け
て
い

き
た
い
で
す
ね
。

『SO
M

A
T

O
M

 go.T
op

』
は
管
電
流
を
高
く
し

た
ま
ま
、
管
電
圧
を
10 

kV
毎
に
調
整
で
き
る
の

で
、
被
検
者
の
体
型
等
に
合
わ
せ
て
管
電
圧
の

設
定
が
可
能
で
す
し
、
造
影
剤
の
使
用
量
も
被

検
者
に
合
わ
せ
て
抑
え
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、T

in filter

技
術
に
つ
い
て
も
、
ど
の

程
度
ま
で
被
ば
く
線
量
を
抑
え
る
こ
と
が
可
能

と
な
る
の
か
期
待
し
て
い
ま
す
。
当
院
で
は
、

従
前
の
16
列
Ｃ
Ｔ
の
頃
か
ら
人
間
ド
ッ
ク
で
の

胸
部
撮
影
に
Ｃ
Ｔ
検
査
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
が
、
新
し
い
Ｃ
Ｔ
に
よ
っ
て
画
質
を
落
と
さ

ず
に
ど
こ
ま
で
低
線
量
撮
影
で
き
る
の
か
、
大

い
に
楽
し
み
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
だ
、
稼
働
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
な
の
で
、

使
用
し
て
い
な
い
機
能
も
多
く
、T

w
inBeam

 
D

ual Energy

機
能
な
ど
、
早
く
活
用
し
て
い

き
た
い
で
す
ね
」

T
in Filter

を
使
用
し
た
低
線
量
撮
影
、

造
影
剤
を
減
ら
す
低
管
電
圧
撮
影
を
実
現

「S
O

M
ATO

M
 go.Top

」

A
uto

機
能
画
像
処
理
に
よ
っ
て

質
の
高
い
画
像
の
提
供
を
実
現

「S
O

M
ATO

M
 go.Top

」

Tin filter テクノロジーを用いた胸部低線量画像。Tin filterを使うことで CTDIvolを1.04 mGy に
設定して、被ばくに配慮した撮影を行っている（CTDIvol：1.04 mGy、DLP：45 mGy cm）

90 kV の管電圧で 4 割造影剤を減量して行った腹部造影検査（90 kV, 233 mAs, CTDIvol：9.23 
mGy, DLP： 669 mGy cm）。低管電圧撮影によるノイズの上昇もなく、画質を担保したまま造影剤の
低減が可能となっている（造影剤使用量：320 mgI/kg）

「SOMATOM go.Top」の臨床画像（I）

（    ）11 新　医　療　2018年10月号 （    ）10新　医　療　2018年10月号



製鉄記念広畑病院

所在地：兵庫県姫路市広畑区夢前町３丁目１番地
病床数：392床
入院患者数：約300人／1日※
外来患者数：約700人／1日※
職員数：834名（常勤医76名含む）※
※2017年10月のデータ

「当院には CT だけでなく、MRI や血管撮影
装置にもシーメンス製のモダリティを導入して
います。充実した保守・サービス体制も評価
しています」と話す放射線科の米﨑英行氏

『SOMATOM go.Top』はアジア導入１号機
と聞いていますが、機械的な問題もなく、１
日60 件以上のＣＴ検査をすでに実施できて
います」と話す放射線科の林 圭吾氏

「SOMATOM go.Top」に付属するタブ
レット端末を持つ林 圭吾氏。検査室内で、
操作室と同等の操作ができる点が高く評
価されている

「SOMATOM go.Top」の操作卓。シーメンス製品は、
どのモダリティでも操作に慣れるのが速いという

　

製
鉄
記
念
広
畑
病
院
で
は
、
臨
床
検
査
技
師
、

診
療
放
射
線
技
師
、
臨
床
工
学
技
士
、
理
学
療

法
士
、
作
業
療
法
士
、
言
語
聴
覚
士
、
視
能
訓

練
士
、
管
理
栄
養
士
、
社
会
福
祉
士
な
ど
９
職

種
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
で
診
療
技
術
部
を
形
成
す

る
。
そ
の
中
で
、
診
療
放
射
線
技
師
は
、
放
射

線
科
で
モ
ダ
リ
テ
ィ
毎
の
各
検
査
及
び
治
療
で

の
業
務
を
行
っ
て
い
る
。
放
射
線
科
に
所
属
す

る
診
療
放
射
線
技
師
は
20
名
で
あ
る
。

　

モ
ダ
リ
テ
ィ
は
、
２
０
１
８
年
７
月
に
導
入

し
た
モ
バ
イ
ル
ワ
ー
ク
フ
ロ
ー
Ｃ
Ｔ
１
台
を
含

め
64
列
Ｃ
Ｔ
２
台
、
治
療
計
画
用
20
列
Ｃ
Ｔ
１

台
の
計
３
台
の
Ｃ
Ｔ
。
Ｍ
Ｒ
Ｉ
は
３
Ｔ
と
１
・

５
Ｔ
の
２
台
。
血
管
撮
影
装
置
は
２
台
、
高
精

度
放
射
線
治
療
に
も
対
応
し
て
い
る
最
新
式
の

リ
ニ
ア
ッ
ク
１
台
な
ど
、
高
性
能
・
最
先
端
の

装
置
を
揃
え
て
い
る
。
放
射
線
科
に
お
け
る
検

査
業
務
の
概
要
に
つ
い
て
、
放
射
線
科 

診
療
放

射
線
技
師
長
の
米
﨑
英
行
氏
は
、
つ
ぎ
の
よ
う

に
話
す
。

「
検
査
件
数
は
２
０
１
８
年
６
月
実
績
で
、
Ｃ

Ｔ
が
１
５
０
１
件
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
が
４
８
３
件
、
Ｒ

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に
と
っ
て
も
、
快
適
で
効
率
的

な
検
査
環
境
を
実
現
す
る
の
で
あ
る
。

　

放
射
線
科
で
、「SO

M
A

T
O

M
 go.T

op

」
の

操
作
を
メ
イ
ン
で
担
当
す
る
診
療
放
射
線
技
師

の
林 

圭
吾
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
は
直
観
的
な
操
作
が
可
能

で
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
よ
り
は
は
る
か
に

扱
い
や
す
い
で
す
ね
。
現
在
は
、
ど
の
よ
う
に

使
う
こ
と
が
ベ
ス
ト
な
の
か
、
試
行
錯
誤
の
中

で
、
最
も
効
率
的
な
運
用
法
を
模
索
中
で
す
」

　

実
際
に
、
Ｃ
Ｔ
の
検
査
時
間
は
短
縮
さ
れ
て

お
り
、
こ
れ
ま
で
最
も
多
く
て
も
55
件
だ
っ
た

１
日
の
検
査
件
数
が
、
現
在
で
は
60
件
以
上
実

施
す
る
こ
と
が
ほ
ぼ
毎
日
続
い
て
お
り
、
70
件

に
達
し
た
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。

「
当
院
で
は
ス
タ
ッ
フ
２
名
で
Ｃ
Ｔ
検
査
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
検
査
室
と
操
作
室
そ
れ
ぞ

れ
で
Ｃ
Ｔ
を
操
作
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

か
ら
、
被
検
者
の
フ
ォ
ロ
ー
と
Ｃ
Ｔ
の
操
作
と

い
う
検
査
室
に
お
け
る
医
療
ス
タ
ッ
フ
間
の
役

割
分
担
が
明
確
に
な
り
ま
し
た
。
結
果
、
担
当

技
師
は
検
査
室
と
操
作
室
を
行
っ
た
り
来
た
り

す
る
こ
と
も
な
く
検
査
を
遂
行
で
き
、
ス
ト
レ

ス
も
減
り
、
検
査
時
間
の
短
縮
に
も
つ
な
が
っ

減
し
て
も
十
分
な
画
質
が
得
ら
れ
て
い
ま
す
」

　

米
﨑
氏
も
、「SO

M
A

T
O

M
 go.T

op

」
が
有

す
る
画
像
解
析
技
術
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。

「
金
属
ア
ー
チ
フ
ァ
ク
ト
低
減
技
術
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
の
『iM

A
R

』
は
、
非
常
に
優
れ
た
ソ
フ
ト
で

す
ね
。
画
像
再
構
成
に
関
わ
る
時
間
の
延
長
も

感
じ
る
こ
と
な
く
、
ス
ト
レ
ス
な
く
使
う
こ
と

が
で
き
て
い
ま
す
。

　

な
お
、『SO

M
A

T
O

M
 go.T

op

』
導
入
に
関

し
て
は
、
周
辺
医
療
機
関
に
も
宣
伝
し
て
お
い

た
こ
と
も
あ
り
、
他
施
設
か
ら
の
紹
介
検
査
が

増
え
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
林
技
師
を
中
心
に
撮
影
条
件
や
運

用
法
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
で
皆
が
担
当
し
な
が
ら
、
装
置
に
慣
れ
て

い
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
」

　

林
氏
は
、今
後
の
活
用
に
つ
い
て
、前
述
の
造

影
剤
の
低
減
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、「T

w
inBeam

 
D

ual Energy

」に
よ
る
デ
ュ
ア
ル
エ
ナ
ジ
ー
撮

影
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
い
う
。

「
と
り
あ
え
ず
ル
ー
チ
ン
検
査
を
中
心
に
Ｃ
Ｔ

の
操
作
に
慣
れ
て
も
ら
い
、
ま
ず
は
90 

kV
に
よ

Ｉ
が
33
件
、
血
管
撮
影
が
32
件
で
す
。
一
般
撮

影
や
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査
等
を
含
め
る
と
総

計
６
６
９
０
件
の
検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

診
療
放
射
線
技
師
は
、
各
検
査
部
門
及
び
治

療
部
門
の
リ
ー
ダ
ー
を
中
心
に
、
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
体
制
で
業
務
を
遂
行
し
て
お
り
、
救
命

救
急
セ
ン
タ
ー
で
も
当
直
体
制
を
敷
き
、
夜
間

を
含
め
た
24
時
間
体
制
で
業
務
を
遂
行
し
て
い

ま
す
」

　

同
院
の
放
射
線
科
が
新
た
に
導
入
し
た
モ
バ

イ
ル
ワ
ー
ク
フ
ロ
ー
Ｃ
Ｔ
「SO

M
A

T
O

M
 go.

T
op

」
の
最
大
の
特
徴
と
い
え
る
の
が
、
本
体
に

付
属
す
る
Ｃ
Ｔ
操
作
用
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
だ
。

被
検
者
登
録
か
ら
画
像
の
確
認
・
転
送
ま
で
の

一
連
の
操
作
を
、
壁
を
隔
て
た
操
作
室
で
は
な

く
、
本
体
か
ら
着
脱
可
能
な
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

を
用
い
て
、
検
査
室
内
の
被
検
者
の
傍
ら
で
行

う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

が
被
検
者
近
く
に
寄
り
添
う
こ
と
で
、
被
検
者

の
不
安
を
取
り
除
き
、
安
心
感
を
与
え
る
と
と

も
に
、
検
査
時
の
被
検
者
へ
の
介
助
な
ど
、
安

全
な
検
査
の
実
施
が
容
易
に
で
き
る
こ
と
か
ら
、

て
い
ま
す
」

　

米
﨑
氏
も
「SO

M
A

T
O

M
 go.T

op

」
の
操

作
性
に
つ
い
て
、
高
く
評
価
し
て
い
る
。

「
従
来
の
Ｃ
Ｔ
に
比
べ
て
、
寝
台
の
動
く
ス
ピ
ー

ド
が
速
く
な
っ
て
い
る
な
ど
、
被
検
者
の
ポ
ジ

シ
ョ
ニ
ン
グ
も
し
や
す
く
な
っ
て
い
て
、
診
療

放
射
線
技
師
に
と
っ
て
は
と
て
も
使
い
や
す
い

Ｃ
Ｔ
と
思
い
ま
す
ね
」

　

林
氏
は
操
作
性
だ
け
で
な
く
、「SO

M
A

T
O

M
 

go.T
op

」
が
描
出
す
る
Ｃ
Ｔ
画
像
に
つ
い
て
も
、

も
ち
ろ
ん
高
く
評
価
し
て
い
る
。

「
画
質
は
、
驚
く
く
ら
い
良
く
な
り
ま
し
た
ね
。

ま
た
、T

in filter

技
術
に
よ
る
被
ば
く
低
減
に

加
え
、
低
管
電
圧
撮
影
に
よ
る
造
影
剤
の
量
も

大
幅
に
低
減
で
き
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
造
影
Ｃ
Ｔ
検
査
は
90 

kV
で
撮
影
し
て

い
ま
す
が
、
造
影
剤
の
量
を
３
割
は
減
ら
せ
て

い
ま
す
。
４
割
減
ま
で
は
可
能
な
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
で
は
最
小
で
も

50 

ml
の
シ
リ
ン
ジ
の
大
部
分
が
無
駄
に
な
っ
て

し
ま
う
の
で
、
造
影
剤
の
運
用
法
は
今
後
の
検

討
課
題
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

同
Ｃ
Ｔ
が
持
つA

uto

機
能
に
つ
い
て
も
、

診
療
放
射
線
技
師
の
業
務
の
効
率
化
に
貢
献
し

て
い
る
と
林
氏
は
話
す
。

「
Ｃ
Ｔ
に
搭
載
さ
れ
て
い
る
オ
ー
ト
リ
コ
ン
機

能
で
、
検
査
す
る
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は
苦
労
す
る

こ
と
な
く
質
の
高
い
２
Ｄ
、
３
Ｄ
画
像
を
作
成

で
き
ま
す
か
ら
、
検
査
効
率
も
よ
い
で
す
ね
。

　

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
検
査
も
含
め
造
影
Ｃ
Ｔ
検
査

は
90 

kV
で
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
造
影
剤
を
低

る
低
管
電
圧
撮
影
と
造
影
剤
量
の
低
減
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。
前
述
の
と
お
り
、
上
手
く

で
き
れ
ば
、
４
割
は
造
影
剤
量
を
減
ら
せ
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
当
院
は
が
ん
医
療
に
力
を
入
れ
て
い

る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
デ
ュ
ア
ル
エ
ナ
ジ
ー
イ

メ
ー
ジ
ン
グ
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す

ね
。
ど
の
よ
う
な
疾
病
や
症
状
の
際
に
デ
ュ
ア

ル
エ
ナ
ジ
ー
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
が
必
要
な
の
か
を

検
討
し
て
い
き
、
医
師
の
皆
さ
ん
と
議
論
し
な

が
ら
進
め
て
い
き
ま
す
。
他
に
も
、
カ
ル
シ
ウ

ム
や
筋
量
の
測
定
も
可
能
な
の
で
、
被
ば
く
線

量
を
減
ら
し
て
い
け
ば
、
骨
密
度
検
査
を
Ｃ
Ｔ

で
代
替
す
る
こ
と
も
可
能
に
な
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

今
述
べ
た
よ
う
に
、
操
作
性
の
向
上
だ
け
で

な
く
、
画
像
診
断
に
お
い
て
も
、
非
常
に
高
度

な
こ
と
が
で
き
る
装
置
で
す
。
病
院
移
転
に
際

し
て
も
、
こ
の
装
置
は
引
き
続
き
使
用
す
る
よ

う
で
す
の
で
、
よ
り
臨
床
に
貢
献
す
る
た
め
の

有
用
性
を
引
き
出
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

製
鉄
記
念
広
畑
病
院

診
療
技
術
部 

放
射
線
科 

診
療
放
射
線
技
師
長

米
﨑
英
行
氏
に
聞
く

モ
バ
イ
ル
ワ
ー
ク
フ
ロ
ー
に
よ
っ
て

被
検
者
に
優
し
い
検
査
環
境
を
実
現

「S
O

M
ATO

M
 go.Top

」

iM
A

R

やTw
inB

eam
 D

ual E
nergy

等
、

画
像
診
断
を
支
援
す
る
多
彩
な
機
能
を
搭
載

「S
O

M
ATO

M
 go.Top

」

デ
ュ
ア
ル
エ
ナ
ジ
ー
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
な
ど
、

性
能
を
最
大
限
に
引
き
出
す
取
り
組
み
を
推
進

「S
O

M
ATO

M
 go.Top

」

「SOMATOM go.Top」の臨床画像（II）
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